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FCC情報と著作権

この機器は、FCC規則の第15部に基づき、クラスBデジタル機器の制限に準拠しているこ
とがテストされ、確認されています。これらの制限は、住地設備での有害な干渉から合
理的に保護するように設計されています。本製品は、無線周波数エネルギーを発生・使
用・放射する可能性があり、本書の指示に従わず設置・使用した場合、無線通信に有害
な干渉を引き起こす可能性があります。また、特定の設置場所で干渉が発生しないこと
を保証するものではありません。

当社は、ここに記載されている内容に関していかなる表明や保証も行わず、特に商品性
や目的への適合性についての保証は一切行いません。さらに、メーカーは事前にユー
ザーに通知する義務を負うことなく本書を改訂し、本書の内容を変更する権利を留保す
るものとします。

メーカーの許可なく本書の一部または全部を複製することは禁止いたします。

本取扱説明書の内容は予告なく変更されることがあります。万が一、本取扱説明書に記
載されている内容に誤りがあった場合でも、当社は一切の責任を負いかねますのでご了
承ください。記載されているブランド名、製品名は各社の商標です。

Dichiarazione di conformità sintetica
Ai sensi dell’art. 2 comma 3 del D.M. 275 del 
30/10/2002
Si dichiara che questo prodotto è conforme 
alle normative vigenti e soddisfa i requisiti 
essenziali richiesti dalle direttive 
2004/108/CE, 2006/95/CE e 1999/05/CE
quando ad esso applicabili

適合の短宣言

この製品は、施行されている法律に準拠
しており、これらの法律が適用される場
合は常に、指令2004/108 / CE、
2006/95 / CE、および1999/05 / CEで
指定されているすべての必須要件を満た
していることを宣言します。
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チャプター１ : 初めに

1.1 まず初めに
この度は本製品をご購入いただき、誠にありがとうございます。

マザーボードの取り付けを始める前に以下の内容をよくお読みください:

十分な明るさのある、乾燥し安定した作業環境を用意してください。

⚫ 作業を行う前に、必ずコンピュータをコンセントから外してください。

⚫ マザーボードを静電気防止袋から取り出す前に、安全に接地した電気器具に触れたり、

適切に接地された静電気防止リストバンドなどを使用して静電気を除去してください。

⚫ 必要な場合を除き、マザーボード上の部品やボードの背面には触れないようにして

ください。ボードの端を持つようにし、ボードを曲げないように気をつけてください。

⚫ 各種パーツを取り付け後、PCケース内に固定されていない小さな部品が残らないようにしてください。

他の部品と接触し、ショートによる機器の故障の原因となります。

⚫ コンピュータを熱の原因となるところや、湿度の高い場所、水などの危険な場所から遠ざけてください。

⚫ コンピュータの動作温度は、0~45℃の範囲を保つようにしてください。

⚫ 怪我を防止するために、以下の事に注意してください。: 

ヘッダーやコネクタ等の鋭いピンによる怪我

筐体のエッジや荒れた角の尖った部分による怪我

ショートの原因となる、配線の損傷

1.2 パッケージチェックリスト

⚫ シリアルATAケーブル x2

⚫ ATXケース用リア I/O パネル x1

⚫ Quick Installation Guide x1

⚫ フルセットアップドライバーDVD x1

»販売地域や販売されたモデルにより、パッケージ内容が異なる場合があります。お住まいの地域の

標準パッケージについては、販売店または正規代理店にお問い合わせください。

注釈
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1.3仕様

H510MH 2.0
Specifications

CPU サポート

第10 / 11 世代 Intel® Core™ i9/ i7/ i5/ i3 プロセッサー及び Intel® Pentium® プロセッサー /
LGA1200パッケージの Intel® Celeron® プロセッサーをサポート
* CPUサポート一覧は、www.biostar.com.tw を参照してください。

チップセット Intel® H510

メモリー

デュアルチャンネル DDR4 2933/ 2666/ 2400/ 2133/ 1866をサポート

2x DDR4 DIMMメモリースロット, 最大64GBメモリーをサポート

各DIMMは非ECC 4/8/16/32GB DDR4モジュールをサポート

* メモリーサポート一覧は、www.biostar.com.twを参照してください。

ストレージ

-- 合計でM.2ソケットｘ1、SATA III (6Gb/s) ポートx4をサポート

4x SATA III コネクタ (6Gb/s)
1x M.2 (M Key) ソケット:M.2 Type 2242/ 2260/ 2280 SSDモジュール対応

PCI-E 3.0 x4 (32Gb/s) - NVMe/ AHCI SSD & SATA III (6Gb/s) SSD
* M.2スロット(M2_PCIEG3_32G_SATA_1)でSATA SSD モジュールを使用する場合、SATA_1コネク

タは無効になります。

LAN
intel® I219V
10/ 100/ 1000 Mb/s オートネゴシエーション,半分 / 全二重の機能

音声コーデック
ALC897
7.1 チャンネル, HDオーディオ

USB
4x USB 3.2(Gen1) ポート (背面I/Oに2つ、内部ヘッダー経由で2つ) 
8x USB 2.0 ポート (背面I/Oに4つ、内部ヘッダー経由で4つ)

拡張スロット

1x PCIe 3.0 x1スロット

1x PCIe 3.0/ 4.0 x16スロット (x16 モード)
* PCIe 4.0モードはintel Rocket Lake CPU使用時のみです。

背面 I/Os

H510MH 2.0:
1x PS/2 キーボード / マウスポート（兼用）

1x HDMIポート

1x VGAポート

2x USB 3.2 (Gen1)ポート

4x USB 2.0 ポート

1x LANポート

3x オーディオジャック

内部 I/Os

4x SATA III コネクタ (6Gb/s)
2x USB 2.0 ヘッダー (各ヘッダーは2つのUSB 2.0ポートをサポート)
1x USB 3.2 (Gen1) ヘッダー (各ヘッダーは2つのUSB 3.2 (Gen1) ポートをサポート)
1x 8-ピン電源コネクタ

1x 24-ピン電源コネクタ

1x CPU ファンコネクタ

1x システムファンコネクタ

1x フロントパネルヘッダー

1x フロントオーディオヘッダー

1x 内部ステレオスピーカーヘッダー

1x CMOSクリア用ヘッダー

1x COMポートヘッダー

フォームファクター MicroATXフォームファクター, 208 mm x 236 mm

OSサポート
Windows 10(64bit)
* Biostarは、予告なしにOSのサポートを追加または削除する権利を有します。

3200/
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H510MX/E 2.0, H510MH/E 2.0

Specifications

CPU サポート

第10 / 11 世代 Intel® Core™ i9/ i7/ i5/ i3 プロセッサー及び Intel® Pentium® プロセッサー /
LGA1200パッケージの Intel® Celeron® プロセッサーをサポート
* CPUサポート一覧は、www.biostar.com.tw を参照してください。

チップセット Intel® H510

メモリー

デュアルチャンネル DDR4 3200/ 2933/ 2666/ 2400/ 2133/ 1866をサポート

2x DDR4 DIMM メモリースロット、最大 64GB メモリーをサポート。各DIMMは非ECC 4/ 8/ 16/ 32GB DDR4 モ
ジュールをサポート Intel® Extreme Memory Profile (XMP) メモリーモジュール

* メモリーサポート一覧は、www.biostar.com.tw を参照してください。

ストレージ

-- 合計でM.2ソケット×1、SATA III (6Gb/s)ポート x4をサポート

4x SATA III コネクタ (6Gb/s)

1x M.2 (M Key) ソケット：M.2 Type 2242/ 2260/ 2280 SSDモジュール対応。

PCI-E 3.0 x4 (32Gb/s) - NVMe/ AHCI SSD & SATA III (6Gb/s) SSD

* M.2スロット(M2_PCIEG3_32G_SATA_1)でSATA SSD モジュールを使用する場合、SATA_1コネク

タは無効になります。

LAN
intel® I219V

10/ 100/ 1000 Mb/s オート・ネゴシエーション、半分/全二重の機能

音声コーデック
ALC897

7.1 チャンネル、 HDオーディオ

USB
4x USB 3.2 (Gen1)ポート (背面I/Oに2つ、内部ヘッダー経由で2つ)

8x USB 2.0ポート (背面I/Oに4つ、内部ヘッダー経由で4つ)

拡張スロット

1x PCIe 3.0 x1スロット

1x PCIe 3.0/ 4.0 x16スロット(x16モード)

* PCIe 4.0モードはintel Rocket Lake CPU使用時のみです。

背面 I/Os

H510MX/E 2.0:
2x WIFI アンテナポート

1x PS/2 キーボード/マウスポート（兼用）

1x HDMI ポート(HDMI1.4b)

1x VGA

1x DVI-D

2x USB 3.2 (Gen1) ポート

4x USB 2.0 ポート

1x LAN ポート

3x オーディオジャック

H510MH/E 2.0:
2x WIFI アンテナポート

1x PS/2 キーボード/マウスポート（兼用）

1x HDMI ポート(HDMI1.4b)

1x VGA

2x USB 3.2 (Gen1) ポート

4x USB 2.0 ポート

1x LAN ポート

3x オーディオジャック

内部 I/Os

4x SATA III コネクタ (6Gb/s)

1x M.2 (E キー) ソケット: 2230 タイプの Wi-Fi & Bluetooth モジュール及び Intel® CNViをサポート

2x USB 2.0 ヘッダー (各ヘッダーは2つのUSB 2.0ポートをサポート)

1x USB 3.2 (Gen1) ヘッダー (各ヘッダーは2つのUSB 3.2 (Gen1) ポートをサポート)

1x 8-ピン電源コネクタ

1x 24-ピン電源コネクタ

1x CPU ファンコネクタ

1x システム ファンコネクタ

1x フロントパネルヘッダー

1x フロントオーディオヘッダー

1x 内部ステレオスピーカーヘッダー

1x CMOSクリア用ヘッダー

1x COM ポートヘッダー

* M.2 (Eキー) Wi-Fiカードは付属していません。

フォームファクター MicroATX フォームファクター, 208 mm x 236 mm

OS サポート
Windows 10(64bit)

* BIOSTARは、予告なしにOSのサポートを追加または削除する権利を有します。



1.4 背面パネルコネクタ

H510MH 2.0

H510MX/E 2.0

H510MH/E 2.0

» HDMI/DVI-D/VGAは、Intel®統合グラフィックス・プロセッサーでのみ動作します。

» 最大解像度
HDMI: 4096 x 2160 @24Hz, (HDMI 1.4準拠)
DVI-D: 1920 x 1200 @60Hz
VGA: 1920 x 1200 @60Hz

» フロントHDオーディオジャックを使用し、ヘッドセット、マイクに繋ぐとリアサウンドは自動的に

無効になります
» オンボード出力は、2画面同時出力をサポートしており、ディスプレイ出力の設定はintelのグラ

フィックス・ドライバー・ユーティリティーで変更が可能です。
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注釈
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1.5 マザーボードレイアウト

H510MH 2.0

» は第一ピンを表します。

注釈
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H510MX/E 2.0, H510MH/E 2.0

» は第一ピンを表します。
» H510MX/E 2.0の背面I/OはHDMI、DVI-D、VGAディスプレイポートです。
» H510MH/E 2.0の背面I/OはHDMI、VGAディスプレイポートです。

注釈
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チャプター ２ : ハードウェアインストール

2.1 CPUの取り付け
ステップ 1 : マザーボードのCPUソケットを確認します。

» 取り付け前にソケットカバーを取り外し、今後必要になる場合に備えて大切に保管してください。
CPUを取り外した際には、ソケットカバーを取り付けてCPUのピンが破損しないようにしてください。

» ソケットカバーは2種類ありマザーボード製品によって異なります。ソケットカバーの取り外し方
法は以下を参照してください。

ステップ ２ :ソケットのロックレバーをソケットから引き出し、レバーを上げます。

ステップ 3 : ソケットカバーを外します。

注釈
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ステップ 4 : 指先でCPUを図のように持ち、切り欠きの位置をソケットに合わせます。

プロセッサーを傾けたりソケットの中で滑らせたりせずに、真っ直ぐ下に下ろします。

ステップ 5 : CPUをしっかりと押さえて、レバーをロック位置まで下げれば取り付け完了です。

» CPUがLGA1200ソケットに対応していることを必ず確認してください。
» CPUは正しい向きにしか収まりません。CPUの破損を防ぐため誤った向きで無理にソケット

へ挿入しないでください。

注釈



12 | Chapter 2: Hardware installation

2.2 CPUクーラーの取り付け
ステップ 1:（以下Intel®製リテールクーラーのこと）CPUクーラーをCPUの上に置き、4つのプッ

シュピンの位置がマザーボードの穴に合っていることを確認してください。取り付けの向きは、
ファンケーブルがCPUファンコネクタに最も近い位置になるようにするのがお勧めです。

ステップ 2:CPUクーラーを所定の位置に固定するために、対角線上にある2つのプッシュ

ピンを同時に押し下げます。各プッシュピンが所定の位置にロックされると、カチッと音が
します。

» 必 要 に 応 じ て 、 C P U ク ー ラ ー を 取 り 付 け る 前 に 、 C P U 上 に サ ー マ ル グ リ ス

（ 熱 伝 導 グ リ ス ） を 塗 布 し て く だ さ い 。
» CPUファンコネクタの接続を忘れずに行ってください。
» Intel®純製リテールクーラー以外のCPUクーラーを使用する場合は、使用するCPUクーラー

の取り付けマ ニ ュ ア ル を 参 照 し て く だ さ い 。

注釈
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2.3 冷却ファンの接続

パソコンに内蔵されている冷却ファンに対応したファンヘッダーです。ファンのメーカーに
よってファンケーブルやコネクタが異なる場合があります。

CPU_FAN ヘッダー

Pin Assignment

1 Ground

2 +12V

3 FAN RPM rate sense

4 AI Fan Control

SYS_FAN1: システムファンヘッダー

Pin Assignment

1 Ground

2 +12V

3 FAN RPM rate sense

4 AI Fan Control

»CPU_FAN、SYS_FAN1は、4ピンと3ピンのヘッドコネクタに対応しています。コネクタにワイヤーを接

する場合は、赤線がプラスでピン#2に、黒線がグラウンドでピン#1(GND)に接続する必要があります

ので、ご注意ください。

2.4 システムメモリの取り付け

DDR4 モジュール

注釈
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ステップ 1:DIMMスロットのロックを外側に押してロックを開きます。

DIMMの切り欠きが、スロットの凹凸と一致するように、DIMMをスロットに合わせます。

ステップ 2:ロックがカチッと音を立てて閉じ、DIMMが適切に固定されるまで、DIMMをスロッ
トに垂直にしっかりと挿入します。

» DIMMがスムーズに入らない場合は、無理に力を入れないでください。一旦メモリを取り外し、差し込み向きをよく確認してから、再度差し
込みをしてください。

メモリー容量
DIMM ソケットの位置 DDR4 モジュール メモリーサイズの合計
DDR4_A 4GB/8GB/16GB/32GB

最大64GBDDR4_B 4GB/8GB/16GB/32GB

デュアルチャンネルメモリーの取り付け

デュアルチャンネル機能を有効にするには、以下の条件を参照してください。
表に示すように、同じ容量のメモリーモジュールをペアで設置してください。

デュアルチャンネルステータス DDR4_A DDR4_B
無効 O X
無効 X O
有効化 O O

(O印が取り付け位置)

» 複数のメモリーモジュールを搭載する場合は、同容量・同ブランド・同シリーズのメモリーを
搭載することをお勧めします。

注釈

注釈
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2.5 拡張スロット

PCIEG4X16: PCI-Express Gen3/ Gen4 x16 スロット (x16モード)

• PCI-Express3.0に準拠。

• PCIeスロットの最大帯域幅は32GB /秒です。

• PCI-Express4.0に準拠。

• PCIeスロットの最大帯域幅は64GB /秒です。

PCIEG3X1: PCI-Express Gen3 x1スロット

• PCI-Express3.0に準拠。
• 最大1GB /秒のデータ転送帯域幅、合計2GB /秒

M2_PCIEG3_32G_SATA_1: M.2 (M Key) ソケット
• M.2スロットは、M.2 Type 2242/ 2260/ 2280 SSDモジュールに対応しています。装着時

M.2 SSDモジュールは、ネジとM.2用六角スペーサーを正しい位置に配置してください。

• M.2 SATA III (6Gb/s)モジュールとM.2 PCI Expressモジュールをサポートします。Gen3 x4 
(32Gb/s)- NVMe & AHCI SSD

» PCIe 4.0は第11世代Rocket Lake-SのCPUのみをサポートしています。
» M.2スロット(M2_PCIEG3_32G_SATA_1)でSATA SSDモジュールを使用する場合、SATA_1コネクタは

無効になります。

注釈
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HYBRID_WIFI6: M.2 (Eキー) ソケット (M.2 (Eキー) Wi-Fiカードは付属しません)

• M.2 ソケット2230タイプモジュールをサポートしています。

• WiFi/BluetoothモジュールとIntel® CNVi (統合型WiFi/BT)をサポートしています。

拡張カードの取り付け

次の手順で拡張カードを取り付ける事が可能です
• 拡張カードを取り付ける場合は、その製品の取扱説明書をよくご確認ください。
• PCケースのネジ、カバー、スロットブラケットを取り外します
• マザーボードの拡張スロットへ拡張カードを完全に固定します。
• 拡張カードのメタルブラケットをPCケースのバックパネルにネジで固定します。(VGAカー

ドを取り付ける場合)
• PCケースのカバー、ネジを元の位置へ設置します。
• コンピュータの電源を入れ、必要に応じて拡張カードのBIOS設定を変更します。
• 拡張カードの関連ドライバーをインストールします。

» ネジの取り付け・取り外しを行う場合は、M2タイプのドライバーが必要になりますので、ご注意くだ

さい。仕様に合わないドライバーを使用するとネジが破損する可能性がありますので、使用しない

ことをお勧めします。

注釈
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2.6 ジャンパーピンとスイッチピンなどの接続
下図は、ジャンパーピンの使用方法を示しています。ジャンパーキャップがピンに接続されていれ
ばジャンパーは「Close」、ジャンパーキャップが接続されていなければ「Open」となります。

Pin opened Pin closed Pin 1-2 closed

JCMOS1: CMOSクリア用ジャンパーピン

このジャンパーピンは、BIOSに大きく関わる部分でCMOSデータを復元することができます
（CMOS クリア）。必ず下記の手順に従っていただき、慎重に扱ってください。

Pin 1-2 Open:通常はこの状態（デフォルト）

Pin 1-2 Short: CMOSクリア実行

CMOSクリアの手順:

1. 電源オフの状態でACケーブルを取り外します。
2. ジャンパーピンのPin1-2をCloseにし ショートさせます。ドライバー等の金属製の細い

道具でピン同士に触れる方法も可能です。
3. ショート後 5秒程度待ちます。
4. CMOSクリア後、ジャンパーが「 Pin 1-2 Open 」の状態であるを確認してください。
5. ACケーブルを接続し、電源を入れます。
6. デフォルトのBIOS設定が読み込まれCMOSに設定保存されます。
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2.7 ヘッダーとコネクタ

ATX: ATX 電源コネクタ

最新のATXフォームファクタに対応した電源ユニットのATX24ピンを使用す
ることをお勧めします。コネクタを接続する際は正しい向きであることを確認
してください。 Pin Assignment Pin Assignment

13 +3.3V 1 +3.3V

14 -12V 2 +3.3V

15 Ground 3 Ground

16 PS_ON 4 +5V

17 Ground 5 Ground

18 Ground 6 +5V

19 Ground 7 Ground

20 NC 8 PW_OK

21 +5V 9 Standby Voltage+5V

22 +5V 10 +12V

23 +5V 11 +12V

24 Ground 12 +3.3V

ATX_12V_2X4: CPU用電源コネクタ
CPU電源回路に+12Vを供給するコネクタです。使用する電源ユニットのCPU電源プ
ラグが4ピンの場合はATX_12V_2X4の 1-2-5-6 ピンに取り付けてください

Pin Assignment

1 +12V

2 +12V

3 +12V

4 +12V

5 Ground

6 Ground

7 Ground

8 Ground

Note

» システムの電源を入れる前に、ATX、ATX_12V_2X4の両方のコネクタが接続されている
ことを確認してください。

» システムに十分な電力が供給されていないと、PCの動作が不安定になったり、周辺機器が正常に動
作しなくなる事があります。多くの電力を消費するPC構成になる場合は、大容量電源ユニットの使用
をお勧めします。

F_PANEL: フロントパネルヘッダー
この10ピンヘッダーには、電源スイッチ・リセット・HDD LED・電源LEDが含まれ
ます。PCケースのフロントパネルのスイッチ機能に接続することができます。

Pin Assignment Function Pin Assignment Function

1 HDD LED(+) HDD  

LED

2 Power LED (+) Power  

LED3 HDD LED(-) 4 Power LED (-)

5 Ground Reset

Button

6 Power Button Power-On

Button7 Reset Control 8 Ground

9 NC NC 10 NA NA
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SPKR:ビープ音スピーカー用ヘッダー

ビープ音スピーカーをこのヘッダーに接続してください。

Pin Assignment

1 +5V

2 N/A

3 N/A

4 Speaker

SATA_1/ SATA_2/ SATA_3/ SATA_4: SATAコネクタ

SATAケーブルを使用して、SSDやSATAハードディスク、光学ドライブを接続します

Pin Assignment

1 Ground

2 TX+

3 TX-

4 Ground

5 RX-

6 RX+

7 Ground

» M.2スロット(M2_PCIEG3_32G_SATA_1)でSATA SSDモジュールを使用する場合、SATA_1コネクタは無
効になります。

F_USB32_A-5G: USB 3.2 (Gen1) ポートフロントパネルヘッダー
このヘッダーは、PCケースのフロントパネルのUSBポートと接続し、様々な外部周
辺機器を使用することができます。

Pin Assignment Pin Assignment

1 VBUS0 11 D2+

2 SSRX1- 12 D2-

3 SSRX1+ 13 Ground

4 Ground 14 SSTX2+

5 SSTX1- 15 SSTX2-

6 SSTX1+ 16 Ground

7 Ground 17 SSRX2+

8 D1- 18 SSRX2-

9 D1+ 19 VBUS1

10 ID 20 Key

注釈
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F_USB20_1/ F_USB20_2: USB 2.0 ポートフロントパネルヘッダー
このヘッダーは、PCケースのフロントパネルのUSB2.0ポートと接続し、様々な 外部周辺機
器を使用することができます。

Pin Assignment

1 +5V (fused)

2 +5V (fused)

3 USB-

4 USB-

5 USB+

6 USB+

7 Ground

8 Ground

9 Key

10 NC

F_AUDIO:フロントパネルオーディオヘッダー

このヘッダーを使用することで、HD及びAC’97オーディオ規格に対応したシャーシマ

ウントのフロントパネルオーディオI/Oを接続することができます。
HD Audio AC’97

Pin Assignment Pin Assignment

1 Mic Left in 1 Mic In

2 Ground 2 Ground

3 Mic Right in 3 Mic Power

4 GPIO 4 Audio Power

5 Right line in 5 RT Line Out

6 Jack Sense 6 RT Line Out

7 Front Sense 7 Reserved

8 Key 8 Key

9 Left line in 9 LFT Line Out

10 Jack Sense 10 LFT Line Out

»マザーボードのHDオーディオ機能を利用するには、このコネクタにフロントパネルHD
オーディオモジュールを接続することをお勧めします。

» AC’97のフロントオーディオ出力ケーブルを使用する場合は、「フロントパネルジャック

検出」を無効にしてみてください。この機能は、O.S. Audio Utilityで確認できます。

COM1:シリアルポートヘッダー

本製品は、RS-232ポートを接続するためのシリアルポートヘッダーがあります。

Pin Assignment

1 Carrier detect

2 Received data

3 Transmitted data

4 Data terminal ready

5 Signal ground

6 Data set ready

7 Request to send

8 Clear to send

9 Ring indicator

10 Key

注釈



Chapter 2: Hardware installation | 21

2.8 LEDについて

Debug LED: デバッグLEDインジケーター機能

この部分のLEDは、システム起動時のマザーボード上ステータスを発光によって示します

CPU – CPU部分に異常。認識しない
DRAM – メインメモリ部分に異常。認識しない。
VGA – ビデオ機能に異常。認識しない。
BOOT – ブートデバイスに異常。認識しない。

»コンピュータの起動後、LEDインジケータはCPU→DRAM→VGA→BOOTの順序で点灯します。

»コンピュータの準備が整うと、LEDインジケータはエラーが発生した場所を示し、問題が解決す

るまで点灯したままになります。

»コンピュータの起動後、異常が検出されない場合、デバッグLEDは点灯しません。

注釈
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チャプター ３ : UEFI BIOS とソフトウェア

3.1 UEFI BIOS 設定
• BIOSセットアッププログラムは、コンピュータのBIOS設定を表示および変更

するために使用することができます。BIOSセットアッププログラムは、パ
ワーオンセルフテスト(POST)メモリーテストが開始された後、オペレーティ
ングシステムの起動が始まる前に<DEL>キーを押すことでアクセスできます。

• UEFI BIOSの設定の詳細については、当社WebサイトのUEFI BIOSマニュアルを
参照してください。

3.2 BIOSアップデート
BIOSは以下のいずれかのユーティリティーを使用して更新することができます：
• BIOSTAR BIO-Flasher

このユーティリティーを使用して、ハードディスク上のファイル、USBドライ
ブ（フラッシュドライブまたはUSBハードドライブ）、またはCD-ROMから
BIOSを更新することができます。

• BIOSTAR BIOSアップデートユーティリティー
Windows環境下での自動更新を可能にします。このユーティリティーを使用して、
ハードディスク上のファイル、USBドライブ（フラッシュドライブ、USBハード
ドライブ）、CD-ROM、またはWeb上のファイルの場所からBIOSを更新するこ
とができます。

BIOSTAR BIO-Flasher

» こ の ユ ー テ ィ リ テ ィ ー は 、 F A T 3 2 / 1 6 フ ォ ー マ ッ ト で シ ン グ ル パ ー テ ィ シ ョ ン の ス ト
レ ー ジ デ バ イ ス の み 使 用 可 能 で す 。
» BIOSを更新中は絶対に電源を切ったりリセットをしないでください。高確率で故障の原因となります。

BIOSTAR BIO-FlasherでBIOSをアップデートする
1. Webサイトにアクセスして、マザーボード用の最新BIOSファイルをダウンロード
します。

2. BIOSファイルをUSBフラッシュドライブにコピーして保存します。(FAT/FAT32

フォーマットのみ対応)
3. BIOSファイルが入ったUSBドライブをUSBポートにコピーして挿入します。
4. 電源を入れるか、コンピュータをリセットしPOST処理中に<F12>を押します。

5. POST画面に入ると、BIO-FLASHERユー
ティリティーがポップアップします。<fs0>を
選択して、BIOSファイルを検索します。

注釈
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6. 適切なBIOSファイルを選択すると、BIOS
アップデート続行の確認画面が出ます。
「はい」を選択してBIOSのアップデートを開
始します。

7. BIOSのフラッシュが完了した後、システ
ムの再起動を求めるダイアログが表示されま
す。<Y>キーを押してシステムを再起動しま
す。

8. システムが起動し、全画面ロゴが表示されている間に、<DEL>キーを押して
BIOSセットアップに入ってください。

BIOSセットアップに入ったら、<Save & Exit>に進み、<Restore Defaults>機能
を使って最適化されたデフォルトをロードし、<Save Changes and Reset>を選択
してコンピュータを再起動してください。以上でBIOSアップデートは完了です。

BIOSアップデートユーティリティー (インターネット経由)
1. DVDドライバーからBIOSアップデートユーティリティーをインストールします。
2. この機能を利用する前に、システムがインターネットに接続されていることを確
認してください。

3. BIOSアップデートユーティリティー
を起動し、メイン画面の「オンライン
アップデート」ボタンをクリックします。

4. BIOSアップデートを開始するための確
認のダイヤログが表示されます。「はい」
をクリックして、オンラインアップデート
の手順を開始します。
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5. 新しいBIOSバージョンがある場合は、
ユーティリティーがそれをダウンロード
するように求めてきます。「はい」をク
リックして次に進みます。

6. ダウンロードが完了すると、BIOSのプロ
グラム(アップデート)を行うかどうかを確
認が表示されます。「はい」をクリックし
て次に進みます。

7. アップデート処理が終了すると、シ
ステムの再起動を求められます。
「OK」をクリックして再起動します。

8. システムが起動し、全画面ロゴが表示されている間に、<DEL>キーを押して
BIOSセットアップに入ってください。BIOSセットアップに入ったら、<Save &
Exit>に進み、<Restore Defaults>機能を使ってOptimized Defaultsをロードし、
<Save Changes>と<Reset>を選択してコンピュータを再起動してください。以上
でBIOSアップデートは完了です。

BIOS アップデートユーティリティー (BIOSファイル経由)
1. DVDドライバーからBIOSアップデートユーティリティーをインストールします。
2. http://www.biostar.com.tw/から適切なBIOSをダウンローします。

3. BIOS更新ユーティリティーを起動し、メイ
ン画面の「BIOSの更新」ボタンをクリックし
ます。

4. BIOSのアップデートを開始するための同
意を求める警告メッセージが表示されます。
「OK」をクリックして、アップデート手順を
開始します。

http://www.biostar.com.tw/
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5. システム内のBIOSファイルの場所を選択
します。適切なBIOSファイルを選択し、
「開く」をクリックしてください。
数分かかりますが異常ではありません。

6. BIOSアップデート処理が終了したら、
「OK」をクリックしてシステムを再起動し
ます。

7. システムが起動し、全画面ロゴが表示されている間に、<DEL>キーを押して
BIOSセットアップに入ってください。

BIOSセットアップに入ったら、<Save & Exit>に進み、<Restore Defaults>機能
を使って最適化されたデフォルトをロードし、<Save Changes and Reset>を選択
してコンピュータを再起動してください。以上でBIOSアップデートは完了です。

BIOS のバックアップ
BIOSのバックアップのために、メイン画面
のBackup BIOSボタンをクリックし、シス
テム内の適切な場所を選択し、BIOSのバッ
クアップファイルを保存します。
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3.3 ソフトウェア

ソフトウェアのインストール

1. セットアップDVDを光学ドライブに挿入します。オートラン機能が有効になっている場合
は、ドライバーのインストールプログラムが表示されます。

2. ソフトウェアのインストールを選択肢、それぞれのソフトウェアのタイトルをクリックし
ます。

3. 画面の指示に従ってインストールを完了させます。

ソフトウェアの起動

インストールが完了すると、デスクトップにソフトウェアのアイコンが表示されます。アイ
コンをダブルクリックして起動します。

» 以下のソフトウェアに関する情報や内容は、予告なく変更されること場合があります。製品品質向
上のために本書記載に関係なくソフトウェアの改良を行っている場合があります。

» 以下に記載されている情報や写真は、あくまでも本書作成時の参考情報です。実際の情報や
ボード上での設定は、この説明書とは若干異なる場合があることをご了承ください。

BIOScreen ユーティリティー
このユーティリティーでは、簡単にユーザー好みのブートロゴを設定することがで
きます。BMPファイルを使用してオリジナルブートロゴ画面をカスタマイズするこ
とが可能です。

以下のステップの指示に従って、ブートロゴを更新してください。
• 画像をロード：ブートロゴとして画像を選択します。
• 変換：BIOS用に画像を変換し、結果をプレビューします。
• BIOSを更新：BIOSメモリーに画像を書き込み、更新を完了します。

注釈
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チャプター４ : 役立つ情報

4.1 ドライバーのインストール
オペレーティングシステムをインストールした後、システムのパフォーマンスを向上させるた
めに、フルセットアップドライバーDVDを光学ドライブに挿入し、ドライバーをインストール
してください。DVDを挿入した後、次のウィンドウが表示されます。

セットアップガイドは、お使いのマザーボードとオペレーティングシステムを自動検出します。

A. ドライバーのインストール
ドライバーをインストールするには、ドライバーのアイコンをクリックしてください。セットアップガイ
ドには、お使いのマザーボードとオペレーティングシステムに対応したドライバーがリストアップされて
います。各デバイスドライバーをクリックすると、インストールプログラムが起動します。

B. ソフトウェアのインストール
ソフトウェアをインストールするには、ソフトウェアアイコンをクリックしてください。セットアップガイ
ドにお使いのシステムで利用可能なソフトウェアが一覧表示されますので、各ソフトウェアのタイトルをク
リックしてインストールプログラムを起動します。

C. マニュアル
本冊子マニュアルとは別に、ドライバーDVDにもマニュアルを用意しています。マニュアルの
アイコンをクリックして、利用可能なマニュアルを参照してください。

» ドライバーDVDを挿入してもこのウィンドウが表示されない場合は、ファイルブラウザーで光学ドライブの下にある
SETUP.EXEファイルを探して実行してください。
» マニュアルファイルを開くには、Acrobat Readerが必要です。Acrobat Readerの最新版を

http://get.adobe.com/reader/からダウンロードしてください。
» イラストに使用されているマザーボードは、実際の製品とは異なる場合があります。

注釈

http://get.adobe.com/reader/
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ビープ音の数 説明

継続的 メモリーサイジングエラーまたはメモリーモジュールが見つからない

4.2 AMI BIOS ビープコード

Boot Block のビープコード

POST BIOS のビープコード

ビープ音の数 説明

1 起動に成功しました。

8 ディスプレイメモリーエラー（システムビデオアダプター）

4.3 AMI BIOS のポストコード

コード 説明

10 PEIコアを開始しました

11 プレメモリーCPUの初期化を開始

15 プレメモリーノースブリッジ初期化開始

19 プレメモリーサウスブリッジ初期化開始

2B メモリーの初期化 シリアルプレゼンスディテクト(SPD)データ読み込み

2C メモリーの初期化 メモリーの有無の検出

2D メモリーの初期化。メモリータイミング情報のプログラミング

2E メモリーの初期化。メモリーの設定

2F メモリーの初期化（その他）。

31 インストールされているメモリー

32 CPUポストメモリー初期化開始

33 CPUのポストメモリー初期化。キャッシュの初期化

34 CPU のメモリー後の初期化。アプリケーションプロセッサ(AP)の初期化

35 CPUのメモリー後の初期化。ブートストラッププロセッサ(BSP)の選択

36 CPUのポストメモリー初期化。システム管理モード（SMM）初期化

37 ポストメモリーノースブリッジ初期化開始

3B ポストメモリーノースブリッジ初期化（ノースブリッジモジュール固有）

4F DXE IPL開始

60 DXEコア開始

F0 ファームウェアによるリカバリー条件（オートリカバリー）

F1 ユーザーによるリカバリー条件の発動（強制リカバリー）

F2 リカバリー処理開始

F3 リカバリーファームウェアイメージが見つかりました

F4 リカバリーファームウェアイメージが読み込まれている

E0 S3レジュメがステアされる（S3レジュメPPIがDXE IPLで呼び出される）

E1 S3ブートスクリプトの実行

E2 グラフィック機能の再起動

E3 オーエスエススリーウェイクベクトルコール

60 DXEコア開始

61 ＮＶＲＡＭ初期化

62 サウスブリッジランタイムサービスのインストール

63 CPU DXE初期化開始

68 PCIホストブリッジ初期化

69 ノースブリッジDXE初期化開始

6A ノースブリッジDXE SMM初期化開始
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コード 説明

70 サウスブリッジDXE初期化開始

71 サウスブリッジDXE SMM初期化開始

72 サウスブリッジデバイスの初期化

78 サウスブリッジDXE初期化（サウスブリッジモジュール固有）

79 ACPI モジュールの初期化

90 ブートデバイス選択(BDS)フェーズが開始されます。

91 ドライバー接続開始

92 PCIバスの初期化を開始

93 PCIバスホットプラグコントローラの初期化

94 PCIバス列挙

95 PCI バスリクエストリソース

96 PCI バス割り当てリソース

97 コンソール出力デバイスの接続

98 コンソール入力デバイスの接続

99 スーパーIO初期化

9A USB初期化を開始します。

9B USBリセット

9C USB検出

9D USBイネーブル

A0 IDEの初期化が開始されます。

A1 IDEリセット

A2 IDE 検出

A3 IDEイネーブル

A4 SCSI初期化が開始される

A5 SCSI リセット

A6 SCSI 検出

A7 SCSIイネーブル

A8 パスワードを確認するための設定

A9 設定開始

AB 設定入力待ち

AD Ready To Bootイベント

AE レガシーブートイベント

AF 終了ブートサービスイベント

B0 ランタイム設定 仮想アドレス MAP 開始

B1 ランタイム設定 仮想アドレス MAP 終了

B2 レガシーオプションROM初期化

B3 システムリセット

B4 USBホットプラグ

B5 PCIバスホットプラグ

B6 NVRAMのクリーンアップ

B7 コンフィグレーションリセット（NVRAM設定のリセット）
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4.4  トラブルシューティング
問題 解決策

1. システムに電源が入っていない。電源LEDが光らない
、電源のファンが動作しない。

2. キーボードのインジケーターLEDが光らない。

1. 電源ケーブルがしっかりと差し込まれていることを

確認してください。

2. ケーブルを交換します。
3. テクニカルサポートへ連絡してください。

システムが動作していない。キーボードのLEDは点灯
していて、電源インジケーターランプが点灯し、HDD

が動作している。

DIMM の両端へ均等に力ををかけ、モジュールが所定
の位置に収まるまでしっかりと押し下げます。

システムがハードディスクドライブから起動しないが、
光学ドライブから起動することができる。

1. ディスクからディスクコントローラボードまでのケ
ーブルを確認します。両端がしっかりと差し込まれて
いることを確認してください。標準のCMOS設定でド
ライブのタイプを確認してください。

2. ハードディスクドライブのバックアップは非常に重
要です。ハードディスクはとてもデリケートで、いつ
でも故障する可能性があります。

システムが光学ドライブからしか起動しません。ハ
ードディスクは読み込み、アプリケーションも使え
るが、システムはハードディスクからの起動に失敗
する。

1. データやアプリケーションファイルをバックアップ
します。
2. ハードディスクドライブを再フォーマットします。
バックアップディスクを使用して、アプリケーションや
データを再インストールします。

画面メッセージに、"無効な設定 "または "CMOS 失敗 "

と表示される。
システムの機器を確認します。正しい情報が設
定されていることを確認してください。

2台目のハードディスクドライブをインストールした後
、システムが起動できない。

1. マスター/スレーブジャンパを正しく設定してくださ
い。
2. SETUP プログラムを実行し、正しいドライブタイプ
を選択します。他のドライブとの互換性については、ド
ライブメーカーに問い合わせてください。

CPU の温度超過
電源を入れて数秒後にシステムが勝手にシャットダウンする場合は、CPU保護機能
が働いていることを意味します。

CPUの温度が異常になると、CPUの損傷を防ぐためにマザーボードが自動的にシャッ
トダウンし、システムが再び電源を入れられなくなることがあります。

この場合は、再度確認してください：
1. CPUクーラーの表面がCPUの表面と均等に配置されているか。
2. CPUファンが正常に回転しているか。
3. CPUファンの回転数がCPUの動作状況に合っているか。

確認後、以下の手順でCPU保護機能を解除してください。
1. 電源から電源コードを数秒間外します。
2. 数秒間待ちます。
3. 電源コードを差し込み、システムを起動します。

または、以下の方法があります：
1. CMOSデータをクリアします。(「CMOSヘッダーを閉じる：JCOS1」セクション
を参照)

2. 数秒間待ちます。
3. 再びシステムの電源を入れます。


